
 　

　　いきいきと仕事ができる高知の実現　～経済の活性化～

　　安心して子育てができる高知を目指して、「共働き・共育て」の県民運動を実施するとともに、若者や女性が活躍
できる高知県の強み・可能性を発信する新たな移住プロモーションを展開

 補正予算のねらい

 補正予算のポイント

　若者や女性の多様な価値観が尊重され、すべての人が家庭でも仕事でも活躍できる「共働き・共育て」を県民
運動として推進するための県内プロモーションを強化

主な事業

＜Point１＞

＜Point２＞

○県民運動推進事業委託料　14,952千円　[人権・男女共同参画課]
　 TVCM、WEB広告などを活用し、「共働き・共育て」を県民運動として推進するための県内プロモーションを強化

○UIターンプロモーション事業委託料　63,466千円　[移住促進課]
　 若年女性の多様な価値観に応じたショート動画を作成し、WEB広告、関東・関西の電車内等広告を発信するとともに、取組を
主要メディア向けに発表

＜共働き・共育ての効果＞
　１　出生数の増加につながる
 　 　・男性の家事・育児時間が長いほど、第２子以降の出生率が高まるという調査結果あり
　２　固定的な性別役割分担意識の解消につながる

　　　 　・「家事・育児は女性」という意識を解消　　⇒若者、特に若い女性に選ばれる地域社会づくりにつながる

 9月補正予算額　　112百万円
　　　　　　【債務負担　44百万円】

　多様な価値観に対応できる本県の強み・可能性を発信することにより、若者・女性が活躍できる高知県をPR、
Uターン・Iターンに向けた行動喚起するプロモーションを実施

　　人口減少対策の抜本強化　～人口減少対策としてのプロモーションの展開～
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9月補正予算額　78百万円

　～人口減少対策としてのプロモーションの展開 9月補正予算額　　78百万円



　ターゲットに訴求力の高い素材を効果的に届ける!　
　動画制作、WEB広告、特設サイト制作　等　　26,455千円

移住ポータルサイト
に誘導

◆移住施策では、Uターン･若者･女性をターゲットにデジタルマーケティングを活用した情報発信を展開しているが、本年度実施した若年層ヒアリング調査に
おいて、若年女性は「希望する暮らしや仕事を実現できる場が少ないイメージ」を持っているなど、県外転出やUターンの阻害に影響する様々な要因が顕在化
◆その背景には若年女性の多様な価値観があり、調査結果を踏まえた対策を早急に講じていくことが必要

◆多様な価値観に対応できる本県の強み･可能性を発信し、若者･女性が活躍できる高知県をＰＲするプロモーションを実施することにより、Ｕターン･Ｉターン
 に向けた行動喚起につなげる

　若年人口増加に向けた移住プロモーションの展開   ≪総合企画部 移住促進課≫

現状・課題

若者や女性の多様な価値観が尊重され活躍（自己実現）できる高知県コンセプト（目指す姿）

・キャリアチェンジ、自己実現のためにUターン
・希望する仕事が地元で見つかった
・時間にゆとりがある働き方がしたい
・地域貢献できる仕事を探していた

・過密な都会の暮らしから環境を変えたい
・パートナーが高知にいるためU ･Iターン
・子育ては親元が安心なのでUターン
・サーフィンやアウトドアなど趣味を充実したい
・高知は女性管理職の割合が多い
  （帝国データバンク調査）

        ・自身が得られる成⾧機会
        ・仕事を通じたやりがいや楽しさ
        ・働き続けられる安心感（給与や育児支援）
        ・他人から評価を得られるネームバリュー
  
  ・車を持たない場合は交通アクセスの悪さがネック
  ・若者が少なく出会いの機会が少ない
  ・子育て環境は良いが教育の選択肢が少ない
  ・趣味を優先して居住地を選ぶ場合もある
  ・家事は女性がするものという意識に違和感
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　　  若年女性の多様な価値観に応じて作成する動画パターン（例）　
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高知をイメージ

具体的な取組

届ける媒体

      　関東・関西:電車広告等
　推計 約185万人 / 日が乗車

ショート
動画

発信素材
ショート
動画

発信素材

WEB広告 (SNS、YouTube等）
表示回数:約2,000万回以上

届ける媒体
デジタルマーケ
ティングの手法を活用

届け方

＃Short

新たに高知県が実施する移住プロモーションについて、知事と著名人で記者発表を実施新

拡 新

スケジュール

９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月

●共働き共育て共同宣言
（県内プロモーションとの　
　　　　コンセプトの共通化）

●関西プロモーションと連携
　（記者発表事前告知）

　　　　　　　　　　　

新たなキャッチコピーも同時発表!

記者
発表 　　デジタルマーケティングによるWEB広告配信

電車広告 電車広告 電車広告

　特設サイト公開

動画のイメージ 【例】
実際に県内で活躍する若者を紹介

① キャリアを活かして任された仕事で活躍
② 高知でやりたかった仕事を実現
③ 高知でワークライフバランスを充実
④ 地域貢献、地域活性化にチャレンジ
⑤ 快適な通勤など時間のゆとりある生活
⑥ 同世代と交流できる機会を楽しむ
⑦ 地域で安心して子育て
⑧ プライベートでは山･川･海の自然を満喫
⑨ 共働き・共育てに本気で取り組む高知県
⑩ 仕事でも自分らしく生きられる高知

本県の強み・可能性
(R5:30代以下の主な移住理由)

県外転出･Ｕターン阻害の要因
（若年層ヒアリング調査結果より）

大都市圏での記者発表や電車広告により注目度を高める!
 電車広告、駅周辺デジタルサイネージ広告、記者発表等　　37,011千円　　　　　　　　　　　　　　
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